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行）が乗客誘致のために資金を投じて羽田海水浴場を開設している。この写真には、大隈重信が主として写っているが、 「報知新聞社と提携し、同社の主催で、大隈重信や渋沢栄一など来賓を迎え開場式を挙行」した。こ 写真を掲載した『月刊おとなりさん』の記事によれば、 「開場式では、実践女子学園の創設者であ 下田歌子女史も演説した」とある また、 『報知七十年』には、 「羽田扇ヶ浦に、本社主催の海水浴 開場式を行ふ。大隈重信伯、澁澤榮一男、下田歌子女史 いふ當代第一流の顔が揃ひ、頗 豪華な開場式であつた。それが人氣を煽り 十六日 藪入りには入場者一萬を超え、羽田始まつて以来の壮観を呈した」とある。こう
いう顔ぶれが開場式に祝辞を述べたことが、客の出足にも影響したような書きぶりである。
大田区臨海部の余暇利用については、明治十七年の八景園の創
設に始まり、明治二十四年には、東京湾初となる大森海水浴場が開設されている。 七 以降 羽田地区に鉱泉街 形成され、保養歓楽地として発展していく。それらの評判もあってか、明治三十五年には、美子皇后が八景園内の加納子爵邸を訪れ いる。 四 四 の羽田海水浴場の開設は、この地区の余暇利用の頂点に位置する 箇所目の として 設さ ている。
さて、次頁のこの写真、大隈伯から目を転じてよく見ると、卓
















を創設して十年余、渋谷を拠点に、 清関係に女子教育を通じて貢献、清国の女子留学生を受け入れたり 要請 より蒙古カラチン王国（現中華人民共和国）に教え子 推薦して派遣したり日英博覧会に参加し、生徒たちの工芸作品を出品したり、歌子自身の 文歌集を発刊するなど、国際的に活躍する女性著名人であった。
つまり、男性優位のこういう写真に代表される社会を生きる、




る。筆者はタイトル以外に手を入れていない こ スライドによると、平尾鉐の生まれ年は嘉永七年と る。私 ちは安政元年と呼び習わしているが、こ はどのように考え べきなのか。
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幸いにして「安政の大地震」についての議論がある。その日付






て安政となったのである。 たがつて、通称『安政の大地震』は本来ならば、 『嘉永の大地震』と称されるべきである」と述べている。なお、添えられた西暦 見 とその震災日は、一八五四十二月二十三日となる。湯村に対し、神田茂は「本邦におけ 被害地震の日本暦の改元につい 」 おいて 明治以前 大日本史料その他普通の年表は正月
1日に改元を遡っている」と述べてい

























月一日とし、旧暦の使用を改め、以降の和暦月日は現行西暦と同じになるが、それまで 日付については、読み替えが必要である。たとえば、明治五年に平尾鉐は宮中に出仕している 、その日付は十月二十三日となっている。後年の資料も当時の辞令の日付を踏襲しているようなので、新暦に統一する場合、実は一八七二年十一月二十三 に該当する ではないかというような問題である。旧暦使用 よ 年譜上の日付のずれを新暦に修正し、統一していく作業の必要性が生じていることも併せて指摘しておきたい。
年譜作成の観点から津田梅子関係資料にあたることが多いが、


















(23) 実践女子大学下田歌子記念女性総合研究所 年報 第 6 号 2020. 3
106
開館を控えた欧化政策が強力に推し進められている時期に、井上外務卿官邸で開かれた天長節の夜会において、当時十九歳の津田梅子は、伊藤博文を介して当時二十九歳であった下田歌子に紹介される。その後、津田は、伊藤博文の招きによって伊藤邸に客分として滞在し、英語や社交の振る舞いなどを教授 ていた時期がある。前年に桃夭女塾を開いたばかりの下田歌子は、英語教育の重要性を十分認識しており、桃夭女塾の英語教師に津田を懇望、伊藤博文の仲介で、津田梅子は明治十七年二月から桃夭女塾 英語を教授する傍ら、歌子にも英語を教え、代わりに歌子から日本語や習字を習うことになった。また、この桃夭女塾の最初の入門生の一人であった辻村靖子は が後年私塾を開いた折に国語教師として招かれてい
さらに、華族女学校の開学について、山﨑孝子は、 「梅子が伊
















によって『女子服制に関する思召書』が内閣各大臣・勅任官及び華族一般に示達され」 、 「明治十九年 鹿鳴館における天長節の夜会をはじめ、これ以降に行われた夜会・宴会では、皇族妃はじめ参集したほとんどの婦人が洋服を着用した」と指摘している。の際、真辺は、村松梢風の 『女傑伝』 を参考に 「それらの夜会・宴会には、 『社交界の女王』と形容された華族女 校学監下田歌子も、毎回のように洋装して出席していた という一文を加えている。下田が「豪華」である理由は、このような ころにもあると考えられる。
政治力学の問題と関わるのが、大庭みな子が資料とした梅子の
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この書簡の後半は大山（山川）捨松の消息であるが、大山元帥
のような有力な夫を持っている捨松ですら、スキャンダルに巻き込まれ、いやな噂に悩まされる様子が書かれていて、ましてや特に後ろ盾のな 未亡人の歌子が、どれほど苦しんで たかが分かる書簡である。梅子は十二月七日付でも日本女性のおかれ 不幸な立場を隠さずに書いていて、そこには歌子や のことにも言及がある。また一方、そ いうことが発生す 原因について「政治的な理由がもちろんあります」と述べ、 「その意味で、私が伊藤家に長く留まらず、伊藤氏が総理に ったのは良かったと思います。私は誰にも嫉妬や羨望の目で見られ 悪口 言われるこもなく、自分の道を進めて幸運 した」 と書いている。大庭は 「奉任官待遇は下田歌子と津田梅子だけで、歌子は学監（梅子 副校長という言い方をしている）となり 年俸千五百円かそれ以上と言うこ だった。 」と書き足してい 梅子の言う「羨望や嫉妬」の中身に、身分地位だけでなく、女だてらに高額 給料をもらうことについても示唆している 考えられる。つ り、下田歌子の業績を考える際に、華々 業績の光 部分だけでなく 時代を先駆けていたが故の影の部分をも総合的 見て、きちんとすくい上げる必要があることを教えられる 器の大きな 性ではあったろうが、万能ではない一人 女性の人生を追うことを考えれば、下田歌子の光と影の両方を追うこ が、男女共同参画社会への先駆的開拓者の苦労 し 、新たに見えてくる のがあるだろうと考えられる。
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下田歌子を考える上で、もう一つ重要なテーマがある。それは












確認は必要である。このときに特筆すべきは、歌子が神功皇后の講話を行ったことである。皇后は天皇とは違い、生まれながらに皇后であることはできず、嫁して皇后となる身である。そしてそのロールモデル 、神功皇后や光明皇后のような古い時代からとられている。また、原が指摘しているように、歌子が神功皇后の何を強調して節子皇后に伝えたかも重要である。問題が大き ので、稿 別に立 ること 考え いが、神功皇后については『愛国婦人』に掲載された経緯もあり 板垣弘子編の『下田歌子著作集』にも再録されている。これを契機 して節 皇后と歌子 関係が強くなり、節子皇后に対して裕仁も非常に神経を使う強い存在となっていくことや、乃木希典のように下田歌子の影響力を嫌う人々が出てくることにも十分 配慮 見ていく がつまり、美子皇后の影響下 あった歌子が、華族女学校で教えたこともある節子皇后に影響を与える存在 変わり、節子皇后が歌子の力を得て、強い 育つにつれ さまざまな難しさを抱ることになる。つまりはここにも政治的な力学が働く 。
そのほか、現在の下田歌子研究の状況を文学的側面から概観す




も、下田歌子が美子皇后から「歌子」という名を賜ったということ以上に和歌の名手であったことについての証明が十分でないだけでなく、作品群を整理し切れていないのは、問題であり、今年度は多くこの点についてのご指摘を受けて るこ を重く受け止め、研究所全体 課題とし ほしいと願っている。また、本学国文学科には、木俣修教授が在籍されて た時代もあり、そ 薫陶の下にあった卒業生には 是非読解 面 もご参加願 た 。さらに、速記録が残っている下田歌子の「源氏物語講義」 、こち は の解読が難しい状況が続いているので、さらにハードルは高いが、ＡＩの進歩により くず 字 読めるようなりつつある今日、速記についても読める可能性が生まれた 言えると考えてい 。この先も諦めること 探り続けるべきであると考える 実践の国文学 、下田歌子の和歌と物語が源流に り、そこから下田歌子 執筆した日本語学に関わるもの、女性の生き方や歴史につな るものなど裾野が広 っている。 ちろん、下田歌子の学問的守備範囲は広く 家政学や人間工学のようなものなど、文理をまたいで広く優れ 見識を持っている。そ ことも含め がら多方面にわたって研究 発展することを望む
本稿では、政治思想的な問題を提起しているが、下田の関わっ
た帝国婦人協会、愛国婦人会と 軍国主義の色彩の強 国防婦人会との違いなども明確にしていか ければな ない。戦争未亡人に対する福祉や自立支援などの観点があったために、下田の亡く




えば、結婚時期の問題や下田資料内にある難読戸籍資料について、判読できても事情がよく分からず、歌子の養子の存在も明確になっていない。こ ようにまだまだ 譜上 問題も多く抱えている。
節子皇后には神功皇后 力強さを説いた歌子であったが、歌子
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Utako Shimoda chronological history study from Umeko Tsuda material and others
TAKASE Mariko
The problems for thinking of Study of the chronological history of Utako Shimoda. First the name 
of an era and a problem of changing the name of an era. Second, the relation between a lunar calendar 
and a solar calendar. About the achievements about the 31-syllable Japanese poem (modern tanka) of 
Utako, proof is not accomplished enough this is not proved enough and there are also no indexes of her 
tanka. I also have to see the relation between Utako Shimoda and the empress of the Taisho Era as well as 
a relation between Utako Shimoda and the empress of the Meiji Period. From the news of Umeko Tsuda 
and Hirobumi Ito, I know movement of Shimoda. In addition, Shimoda might be rolled up in political 
movement. It’s possible to think Utako Shimoda had her own special viewpoint in the Meiji Taisyo period. 
We can say that she was a pioneer of gender-equal society.
